
＜お釈迦様と七高僧＞③
天親菩薩は、インド亜大陸西部ガンダーラの
プルシャプラに生まれ、五世紀に活躍された
七高僧の第二祖（サンスクリット名Vasubandhu
ヴァスバンドㇻ）。世親とも言う。実兄無著（む
じゃく）の勧めによって、部派仏教（小乗仏教）
から大乗仏教に転じ、阿弥陀如来への信仰
と浄土への往生を『浄土論』ではじめて論じ、
阿弥陀一仏に帰依して安楽国（仏国）に生
ぜんと願った。さらに唯識思想を大成した『唯
識三十頌』（ゆいしきさんじゅうじゅ）を著した。
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＜光教寺ご本尊＞
阿弥陀如来立像

（朝倉氏遺跡資料館撮影）

“南無阿弥陀仏”
阿弥陀様のお計ら
いにお任せします、
帰依しますの意味。

＜住職の詠んだ短歌＞

「糸桜うすずみざくら八重桜 一乗谷は百花繚乱」 （4月1日英林塚ルートによる城山登山）
「月山から堀尾の殿さん城移し 弥栄(いやさか)松江は春爛漫」 （月山富田城と松江城を巡る）
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＜コロナ禍の世界＞その３
日本では医療従事者や高齢者からワクチン接種が始まっ
ていますが、変異ウイルスが蔓延してきました。変異ウイルス
は感染力が強く、しかも若者や子供にも感染しやすいとのこ
とで、「高齢者よりも、働き盛りや動き回る若者からワクチン
接種を始めるべき」という私見が極めて重要になってきてい
ます。このままでは恐るべき事態を招きかねません。英国民
は半数以上に接種され、流行は下火になりましたが、日本
は1％にも達していません。ニューヨーク・タイムズ紙は12日、
「五輪は超感染拡大イベントとなり、日本のみならず国外に
も死者と疾病を広めかねない」と警鐘を鳴らしています。

＜現代科学と仏教＞③
欧米の識者や哲学者は、数

ある宗教の中で現代科学ともあまり矛
盾しない宗教は仏教と言います。数回
にわたってその例を紹介していきます。
３回目は、＜唯識と深層心理＞につ
いて概説します。
唯識（ゆいしき）は人の心である意識
の構造を示し、その中で最下層の根
本識「阿頼耶識あらやしき」は深層心
理に相当し、現代の精神分析を千五
百年も前に先取りしたとも言えます。
「空」の思想を発展させ、すべての事
物は心がつくり出した表象にすぎず、た
だ八種類の識によって個人も世界も成
り立っているという大乗仏教の見解の
一つです。八識は、前五識＝五感
（眼識＝視覚、耳識＝聴覚、鼻識＝
嗅覚、舌識＝味覚、身識＝触覚）と
意識（自覚的意識）、二層の無意識
（末那識と阿頼耶識）を指します。末
那識（まなしき）は、眼、耳、鼻、舌、身、
意の六識の背後で働く自我意識で、
煩悩の元でもあります。ただ識だけが
あって外界は存在しないという心のあり
方を、ヨーガで調節して悟りを得ようとし
たものです。七高僧の第二祖、天親

菩薩がこの唯識思想を大成
しました。

＜阿弥陀如来画像修復中＞
昨秋から、修復中ですが、4月12
日に向陽堂に立ち寄りました。汚
れを取り除くために、濡らしたり乾燥
させたりする過程で、布が若干縮
んだとのことですが、修復は順調
に進んでいるとのことでした。

＜禁転載＞

＜住職のつぶやき＞その３

歴史学・考古学の世界では、定説・通説、
あるいは常識と異なっている場合も多いこと
が、次第に明らかになってきています。一乗
谷が登場したNHK大河ドラマ＜麒麟がくる＞
でも暗示された、明智光秀と徳川家康との
間に連携があった可能性もその一つでしょう
か。その連携は、実を結ばなかったのですが、
終生光秀に恩義を感じていた家康は、光秀
の家老斎藤利三の娘お福を、孫の竹千代
（後の三代将軍家光）の乳母として雇い、お
福は女性として最高位の従二位と春日局の
名号までもらい受けています。家光の名前も、
家康の「家」と光秀の「光」からとったもので
しょう。次号には日光東照宮と光秀の関係を。

＜2021年行事＞
１月 １日 0:00～ 元旦会
６月２０日（日） 永代経法要
１１月 ３日（祝） 報恩講
１２月３１日 23：30～ 除夜会

https://koukyoji.com

＜訃報＞長年に亘
り当寺にご貢献賜り
ました、善導寺様が
お亡くなりになりました。
心よりの御礼と哀悼
の意を表します。


